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タイトルのKlara（クラーラ）は、宮沢賢治の手帳にしるされて
いる言葉で、エスペラント語で「晴」「暖かい」を意味します。
全農の未来がそして世の中の全てが、明るく晴れやかにという
願いが込められています。

「ちしゃ（チシャ）」。別名チサ。
キク科の一、二年生植物。
結球部分を利用するものをレタス、非結
球、半結球の状態で葉まで利用する系
統を、チシャと区別。
コバルトは、灰白色の金属で、合金や
メッキなどに用いられる。
酸化コバルトは、青色の着色顔料に用
いられる。
コバルト山は、北上山地のこと。
祠
ほこら

、苔
こけ

。鐚
びた

は質の悪い銭、「びた一
文」のびた。

第1回

祠
の
前
の
ち
し
ゃ
の
い
ろ
し
た
草
は
ら
に

（
春
と
修
羅
　
第
二
集
九
〇
）

参考資料：岩手日報社発行『賢治のイーハトーブ植物園』より

®林風舍

「純情産地いわて」の
	生産基盤維持・拡充をめざして！！

〜TAC活動による担い手支援と安全・安心な農産物の生産支援〜

Team for Agricultural Coordination
単協・連合会が一体（チーム）となって地域農業をコーディネイトする

地域農業の担い手に訪問してご意見・ご要望をうかがい、誠実に応える。
地域農業の担い手の経営に役立つ各種情報をお届けする。
地域農業の担い手のご意見を持ち帰り、JAグループの業務改善につなげる。

特
集

意　味

キャッチコピー

役　割

みずみずしく育ったレタス
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特集	─「純情産地いわて」の生産基盤維持・拡充をめざして！！

基
本
方
針
の
達
成
に
向
け
た
平
成
27
年
度
の
重
点
取
組
み
事
項
は
、以
下
の
と
お
り
で
す
。

実行具体策
行動計画

27年度計画

１．「県本部担い手対策チーム」の設置 TACミーティング12回

２．TAC活動STEP５・６到達JAの拡大 5JA

３．TAC（担い手対応専任者）設置JAの拡大 5JA

４．ＪＡ-ＴＡＣのスキルアップ支援（研修会） 3回

５．TACシステムの利用拡大（研修会） 7回

６．JA-TACミーティングへの参画 170回

７．残留農薬分析の実施（延べ分析項目数） 154,000項目

８．放射性物質検査の実施 700点

９．補給型施肥実証展示圃の設置 14か所

10．飼料米多収実証圃の設置 ２か所

営
農
対
策
部

ミニトマトの養液土耕栽培

TAC活動

残留農薬分析

地
域
農
業
を
支
え
る「
多
様
な
担
い
手
」の
経
営
安

定
、環
境
に
配
慮
し
た
農
業
、安
全
・
安
心
な
農
産
物

の
生
産
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
純
情
産
地
い
わ

て
」の
生
産
基
盤
維
持
・
拡
充
に
つ
と
め
ま
す
。

今
年
度
は
、「
地
域
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
」「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
」
の
実
践
に
よ
り
、
担
い
手
経
営
体
の
大
型
化
・

法
人
化
が
す
す
む
と
と
も
に
、担
い
手
ニ
ー
ズ
も
高
度

化
・
専
門
化
し
て
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、「
J
A
」
な
ら
び
に
「
Ｊ
Ａ
い
わ
て

グ
ル
ー
プ
「
県
域
・
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」（
平

成
27
年
4
月
開
設
）」
が
機
能
連
携
し
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
の
総
合
力
発
揮
に
向
け
て
担
い
手
対
応
に
取
り
組

み
ま
す
。

ま
た
、県
産
農
畜
産
物
に
対
す
る
安
全
性
を
確
保

す
る
取
り
組
み
と
し
て
、残
留
農
薬
分
析
・
放
射
性
物

質
検
査
を
継
続
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、「
新
た
な

農
業
・
農
村
政
策
」に
対
応
す
る
営
農
技
術
指
導
の
一

環
と
し
て
、鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
種
子
に
よ
る
水
稲
直
播

栽
培
技
術
お
よ
び
飼
料
用
米
多
収
穫
技
術
を
確
立
し
、

環
境
保
全
型
農
業

に
お
け
る
省
力
・
低

コ
ス
ト
栽
培
技
術

の
普
及
拡
大
を
め

ざ
し
ま
す
。

省
力・低
コ
ス
ト
栽
培
へ
の
取
組
強
化

（１）
土
壌
分
析
結
果
に
も
と
づ
い
た
施
肥
指
導
に
よ
る
肥
料
コ
ス

ト
低
減
の
支
援

（２）
飼
料
用
米
多
収
技
術
・
水
稲
直
播
栽
培
技
術
の
確
立
と

普
及

担
い
手
対
策

変
化
す
る
担
い
手
へ
の
対
応
強
化

（１）
J
A
い
わ
て
グ
ル
ー
プ「
県
域・担
い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

と
の
連
携
に
よ
る
J
A
支
援
体
制
の
強
化

（２）「
担
い
手
支
援
対
策
」の
継
続
実
施

（３）
若
手
担
い
手
の
グ
ル
ー
プ
活
動
支
援
対
策

（４）
事
業
部
門
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
担
い
手
お
よ
び
J
A
の
事

業
拡
大
支
援

Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
基
盤
の
確
立

（１）
T
A
C
活
動
の
充
実
に
向
け
た
、Ｊ
Ａ
─
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
担
当
者
専

任
化
促
進

（２）
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
向
け
た
役
職
員
研
修
の
開
催

お
よ
び
Ｔ
Ａ
Ｃ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
充
実
促
進

（３）「
岩
手
県
Ｔ
Ａ
Ｃ
研
究
会
」の
活
動
充
実
に
よ
る
J
A
間
の

連
携
強
化
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

営
農
技
術

安
全
・
安
心
な
農
産
物
生
産
の
支
援

（１）
食
の
安
全
性
確
保
に
お
け
る
残
留
農
薬
分
析・放
射
性
物
質

検
査
の
実
施

（２）
環
境
保
全
型
農
業
に
お
け
る
省
力・低
コ
ス
ト
栽
培
技
術
の

提
案

担い手対応具体策（平成27年度担い手対応強化具体策）

行
動
計
画（
数
値
目
標
）

［米穀事業関連］
○米穀出荷合理化支援対策（運賃助成）
米穀出荷作業の効率化と担い手の経営安定に向けた支援対策（主食用米・飼料用米）

○水稲直播栽培技術確立対策
水稲直播栽培を核とした作業省力化による担い手の経営安定に向けた支援対策

［園芸事業関連］
○集落営農組織（任意および法人）に対する園芸栽培支援対策
園芸生産基盤の拡充強化を目的とした支援対策（新規栽培取組者・新規品目取組者）

○果菜類収量向上支援対策
自動点滴灌水装置導入による、きゅうり、トマト、ピーマン、なす、ミニトマトの収量・品質向上、生産改善技術の実証
○園芸連作障害対策
きゅうり、トマト、ピーマン、なす、ミニトマト、ほうれんそう、小菊、ユリ、キャベツの連作障害対策による担い手の経営安定対策

［資材・農機事業関連］
○担い手の直送取引の価格条件設定による肥料価格の引下げ・生産コスト低減対策
ＢＢ肥料（水稲・麦・大豆・転作作物・園芸に使用する肥料）
○農作業効率化支援対策
農作業・物流の効率化をめざした機器・資材導入による生産性向上対策

［営農事業関連］
○若手担い手育成対策
将来の地域農業を担う、若手担い手の生産技術や農業経営力の向上をはかる

○新規就農者・後継就農者育成対策
新規就農者への初期投資の支援および次代を担う後継就農者の支援強化

○鳥獣被害防止対策
加害獣種の特定と行動特性の把握により被害防止対策を講じる

○地下水位制御システム（ＦＯＥＡＳ、ＯＰＳＩＳ）技術導入支援
畑作物または園芸作物の良品質安定生産の調査研究に対する活動費の支援

○担い手向け土壌分析の実施
土づくりや適正な施肥体系等、低コスト生産に向けた栽培技術のためのデータ提供

○アピネス／アグリインフォ担い手対策
担い手へ農薬登録情報、栽培技術、生産資材情報、青果物の市況などの情報提供

○グリーンレポート担い手対策
栽培・防除・施肥などの営農情報、生産資材情報や農畜産物の販売に関する情報提供
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水
稲
直
播
栽
培
の
拡
大

本
県
の
水
稲
直
播
栽
培
は
、平
成
26
年
に
は
7
6
2

㌶
の
栽
培
面
積
と
な
り
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。特

に
鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
湛
水
直
播
栽
培
は
急
速
に
面
積
が
拡

大
し
、直
播
栽
培
の
88
％
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

増
加
の
要
因
と
し
て
、①
出
芽
苗
立
ち
の
安
定
性
が
大
幅

に
向
上
し
、収
量
が
移
植
栽
培
に
近
づ
い
て
き
た
こ
と
、②

作
付
規
模
の
拡
大
に
伴
う
育
苗
ハ
ウ
ス
の
増
設
が
不
要
で

あ
る
こ
と
、③
播
種
作
業
が
ワ
ン
マ
ン
の
た
め
育
苗
管
理
や

苗
運
び
の
人
員
が
必
要
な
く
、省
力
効
果
に
着
目
さ
れ
て

き
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

全
農
い
わ
て
の
取
り
組
み

全
農
い
わ
て
で
は
、鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
直
播
栽
培
の
普
及

拡
大
を
は
か
る
た
め
、平
成
26
年
に
県
内
13
か
所
の
展
示

圃
を
設
置
し
、課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
の
で
、そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 １.
播
種
前
の
土
壌
硬
度
と
出
芽
苗
立
ち

鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
湛
水
直
播
栽
培
は
表
面
播
種
が
基
本

で
す
が
、播
種
時
に
土
壌
が
柔
ら
か
い
枕
地
や
常
時
滞
水

す
る
窪
み
で
は
、種
子
が
土
中
に
潜
る
こ
と
で
出
芽
遅
れ
や

苗
立
不
足
と
な
り
部
分
的
に
生
育
遅
れ
が
発
生
し
ま
し

た
。一
方
で
、播
種
時
の
土
壌
を
硬
め（
播
種
機
の
溝
切
跡

が
く
っ
き
り
残
る
程
度
）に
維
持
し
た
場
合
に
は
、出
芽・苗

立
と
も
良
好
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。（
写
真
１
、３
）

 ２.
落
水
処
理

播
種
後
３
〜
４
日
間
は
湛
水
状
態
を
保
ち
、播
種
同

時
処
理
除
草
剤
の
効
果
を
高
め
る
と
と
も
に
、そ
の
後

は
自
然
落
水
を
お
こ
な
い
、播
種
１
週
間
後
か
ら
は
、落

水
状
態
で
種
子
へ
の
酸
素
供
給
を
お
こ
な
い
出
芽
を
促

進
さ
せ
ま
す
。

こ
の
場
合
、落
水
し
て
も
播
種
床
に
常
に
水
が
被
る

よ
う
な
場
所
で
は
出
芽
が
遅
れ
倒
伏
も
発
生
し
て
い
ま

す
の
で
、播
種
時
に
溝
が
き
ち
ん
と
残
る
状
態
に
す
る

こ
と
と
併
せ
て
、出
芽
ま
で
の
落
水
処
理
の
良
否
が
そ

の
後
の
生
育
を
左
右
す
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
ま
し

た
。（
写
真
２
）

 ３.
雑
草
防
除

湛
水
直
播
栽
培
は
、稲
の
初
期
生
育
よ
り
も
雑
草
の

生
育
が
早
い
の
が
特
徴
で
、播
種
同
時
処
理
剤
で
初
期

の
雑
草
発
生
を
ま
ず
抑
え
、稲
１
葉
期
に
一
発
除
草
剤

を
処
理
す
る
体
系
が
必
要
と
な
り
ま
す
。昨
年
の
結
果

で
は
、稲
１
葉
期
に
は
既
に
ヒ
エ
は
２
葉
期
を
過
ぎ
る
場

合
が
殆
ど
で
、ヒ
エ
に
対
す
る
処
理
適
期
幅
が
狭
く
、12

か
所
の
平
均
で
は
適
期
よ
り
も
6
日
遅
れ
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。稲
１
葉
期
は
草
丈
が
短
く
、湛
水
し
て

い
る
た
め
稲
の
葉
齢
が
見
え
ず
ら
く
、ま
た
田
植
え
終

盤
の
多
忙
な
時
期
に
も
当
た
り
ま
す
の
で
適
期
を
逃

さ
な
い
除
草
剤
散
布
が
重
要
で
す
。（
表
１
）　

 ４.
生
育・収
量

展
示
圃
の
収
量
は
主
食
用「
ひ
と
め
ぼ
れ
」７
か
所

平
均
で
10
㌃
当
た
り
4
9
7
㎏
、「
つ
ぶ
ゆ
た
か
」3
か

所
平
均
5
9
4
㎏
と
な
る
な
ど
、移
植
栽
培
に
近
づ
く

良
好
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。（
表
２
、写
真
４
）

 5.
ま
と
め

鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

直
播
栽
培
は
従
来

の
移
植
栽
培
と
違

い
、未
だ
発
展
途

上
の
技
術
で
毎
年

新
た
な
技
術
・
資

材
が
開
発
さ
れ
て

い
ま
す
。

各
地
域
で
は
既

に
直
播
栽
培
の
圃

場
が
身
近
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
の
で
、

新
た
に
取
り
組
ん

だ
生
産
者
の
皆
さ

ん
に
は
、近
く
に
あ

る
圃
場
の
観
察
や

各
地
域
で
お
こ
な

わ
れ
る
研
修
会
等

に
参
加
し
て
是
非

省
力
技
術
を
習
得

し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

写真１／播種時に溝が出来る状態

写真２／適度な落水処理

写真４／左は直播栽培、右は移植栽培（つぶみのり）

写真３／良好な出芽

営農対策部　営農技術課
技術主管

高橋 伸夫

■表2　H26全農展示圃の玄米収量
品種等 用途 坪刈玄米重

（kg/10a） 倒伏程度

ひとめぼれ（７か所平均） 主食 497 3.4 

あきたこまち（Ａ市） 主食 607 3.0 

もち美人（Ｂ町） 主食 570 2.5 

つぶゆたか（３か所平均） 飼料 594 1.8 

つぶみのり（Ｃ市） 飼料 773 4.0 

※主食用は1.9mm篩の玄米重、飼料用は粗玄米重

■表1　一発除草剤の散布適期の遅れ（例） H26全農展示圃（播種同時剤散布）

圃場ＮＯ．
播種期

稲、雑草の葉齢と一発剤散布時期
5月28日 5月30日 6月3日 6月4日 6月5日 6月6日

5（Ｙ町） イネ葉齢 散布適期 イネ1.5～
2.0

実際の
散布日

─
1月2日

─
 5月12日 雑草葉齢 ヒエ２ 適期との差

+６日 ヒエ４

7（Ｋ市）イネ葉齢
─

イネ出芽始 散布適期 入水、イネ１
─

実際の
散布日

5月19日 雑草葉齢 ヒエ２ ヒエ3.5、
ホタルイ２

適期との差
+３日

新
じ
ゃ
が
は
柔
ら
か
く
な
る

ま
で
下
茹
で
を
し
て
、半
分

に
切
る（
レ
ン
ジ
で
加
熱
も
可
）。

1
イ
カ
は
食
べ
や
す
い
大
き
さ

に
輪
切
り
に
し
、エ
ビ
と
ア

サ
リ
は
水
洗
い
す
る
。

2
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
と
エ
リ
ン
ギ

は
２
～
３
㎝
幅
の
乱
切
り
に

す
る
。深

め
の
フ
ラ
イ
パ
ン（
鍋
で

も
可
）に
包
丁
の
背
で
潰
し

た
に
ん
に
く
と
オ
リ
ー
ブ
油
を
入

れ
、弱
火
で
香
り
を
出
す
。

34

強
火
に
し
て
エ
ビ
を
両

面
香
ば
し
く
焼
き
上

げ
、イ
カ
も
加
え
て
炒
め
た

ら
、塩
・
こ
し
ょ
う
以
外
の
材

料
を
全
部
加
え
、ふ
た
を
し
て

蒸
す
。中
火
～
強
火
で
８
分
ほ

ど
加
熱
す
る
。

最
後
に
塩
こ

し
ょ
う
で
味
を

整
え
、深
め
の
皿
に
盛

り
付
け
る
。

新じゃが：皮が薄く水分が多いため、早く軟ら
かくなるのが特徴なので煮崩れないように
さっと火を通すのがポイント。じゃがいもには
熱を加えても壊れにくいビタミンCが多く含ま
れる。夏よりも紫外線が多くなるこの時期は、日
焼けや紫外線による活性酸素の産生も多くな
るので、ビタミンCを摂って細胞の老化防止を。
アスパラガス：アスパラギン酸が多く含まれ、
疲労回復を助けてくれる食材。身体を動かす
ことが多くなるこの時期にオススメ。

春
野
菜
と
魚
介
の

ア
ク
ア
パ
ッ
ツ
ァ

ア
ク
ア
パ
ッ
ツ
ァ
は
魚
や
貝
類
を
水
と
白
ワ
イ
ン

だ
け
で
煮
込
み
、
塩
と
胡
椒
で
味
付
け
し
た
シ
ン

プ
ル
な
料
理
。
ブ
イ
ヨ
ン
な
ど
は
一
切
用
い
ま
せ
ん
。

魚
介
の
旨
み
が
最
大
限
に
引
き
出
さ
れ
、
簡
単
に

作
れ
て
美
味
し
い
、
南
イ
タ
リ
ア
の
漁
師
料
理
で

す
。
ア
ク
ア
は
「
水
」、
パ
ッ
ツ
ァ
は
「
暴
れ
る
」

と
い
う
意
味
。
漁
師
さ
ん
が
船
の
上
で
作
る
の
で
、

鍋
の
中
が
船
の
揺
れ
で
暴
れ
る
様
子
か
ら
名
付
け

ら
れ
た
と
か
。
エ
ビ
や
イ
カ
の
ほ
か
、
今
が
旬
の
ア

サ
リ
、
サ
ヤ
ご
と
食
べ
ら
れ
る
ス
ナ
ッ
プ
え
ん
ど
う
、

新
じ
ゃ
が
、
た
け
の
こ
な
ど
の
野
菜
も
一
緒
に
入
れ

て
煮
込
め
ば
、
魚
介
の
美
味
し
い
ス
ー
プ
が
野
菜

に
も
浸
み
て
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
抜
群
の
一
品
に
。

最
後
に
ア
ク
ア
パ
ッ
ツ
ァ
の
だ
し
汁
を
パ
ス
タ
に
か

ら
め
て
食
べ
る
の
も
、
な
か
な
か
イ
ケ
ま
す
。

協力／ドクターズレストラン「Ｇｒｅｅｎ＊Ｇｒｅｅｎ」 盛岡市松園2-2-10 TEL.019-665-2345

材料（2人分）
有頭エビ2尾、イカ1/2杯、砂抜きアサリ12個、ベビーホタテ
4個、新じゃが2個、アスパラガス（大）1本、筍（水煮）30g、ス
ナップえんどう中2本、エリンギ24g、ミニトマト2個、にんにく１
かけ、オリーブ油大さじ1、水300㏄、白ワイン50㏄、塩小さじ
1/4、こしょう適宜

自宅で作ってみましょう
料理監修／管理栄養士　臼井名津子

Doctor's restaurant

5月の食材とその効用

食から健康

〜ドクターズレストラン〜

クレソンのキウイドレッシ
ングサラダ（クレソン、新玉
ねぎ、にんじん、生ハム、ドレッ
シング…キウイ1/2個、レモ
ン汁小さじ1、はちみつ小さじ
1/2、塩1g、オリーブ油小さじ
1）を添える。

●アクアパッツア
エネルギー181kcal たんぱく質14.7g
脂質6.9g 炭水化物11.3g 塩分1.2g

●サラダ
エネルギー 68kcal たんぱく質3.2g
脂質3.7g 炭水化物5.7g 塩分0.8g

5

6
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食とともに活き続ける。

JA 全農いわては生産者と消費者を
安心で結ぶ懸け橋になります。

今回のインタビュー内容はJA全農いわてウェブサイトにも掲載されています。
詳しくはＪＡ全農いわてホームページで。

より美味しいりんごを求め、日々努力しています 愛情と情熱が沢山詰まったりんご地域の先輩方からも期待されています

農
家高

橋 

真
樹
さ
ん

終
わ
り
な
き
挑
戦
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南
山
王
生
産
組
合【
紫
波
町
】

「
強
い
絆
に
支
え
ら
れ
え
た
集
落
営
農
」

ん
だ
50
㌶
弱
の
小
さ
な
集
落
と
な
っ
て
い
ま
す
。

移
住
し
た
現
在
地
は
、赤
松
林
の
重
粘
土
質
の
痩

せ
た
原
野
で
、田
畑
を
切
り
開
き
、水
稲
、り
ん
ご
及
び

畜
牛
に
よ
る
営
農
が
お
こ
な
わ
れ
、山
王
海
ダ
ム
が
出

来
た
も
の
の
ダ
ム
の
下
流
域
に
位
置
し
て
い
る
た
め
に

用
水
の
確
保
が
ま
ま
な
ら
ず
、昭
和
54
年
の
農
業
基
盤

整
備
事
業
に
よ
り
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
敷
設
さ
れ
る
ま
で
、

水
問
題
で
ご
苦
労
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

現
在
は
開
拓
の
２
代
目
及
び
３
代
目
が
家
を
継
ぎ
、

地
域
農
業
・
社
会
を
維
持
し
て
い
ま
す
が
、集
落
戸
数

は
17
戸
に
拡
大
し
、入
植
以
来「
結
」に
よ
る
農
作
業

や
子
供
会
行
事
な
ど
全
住
民
が
家
族
的
な
結
び
付
の

中
で
苦
楽
を
共
に
し
て
来
て
お
り
、「
絆
の
強
さ
」が
集

落
の
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
11
戸
の
農
家
で
経
営
安
定
対
策
加
入

を
目
的
に
南
山
王
生
産
組
合
を
設
立
し
、中
山
組
合

長
の
も
と
に
35
㌶
の
農
地
を
活
用
し
て
モ
チ
米
、小

麦
お
よ
び
ソ
バ
の
２
年
３
毛
作
の
生
産
体
系
を
確
立

し
て
い
ま
す
。

小
さ
な
集
落
の
大
き
な
決
断

平
成
18
年
か
ら
集
落
営
農
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、将
来
の
地
域
農
業
を
考
え
た
場
合
に
生
産
性
の

向
上
に
加
え
て
、合
理
的
な
農
業
生
産
体
制
の
確
立

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、水
稲
の
直
播
栽
培
や
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
検
討
し
て
い
た
矢
先
に
東
日
本

大
震
災
が
発
生
、震
災
復
興
事
業
を
活
用
し
て
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
取
り
組
む
こ
と
を
組
合
員
が
合

意
し
、平
成
25
年
2
月
に
集
落
の
中
心
に
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
が
整
備
さ
れ
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
利
用
規
模
は
30
㌶
で
処
理
能

力
50
石
の
乾
燥
機
が
５
基
で
、１
億
円
弱
の
建
設
費
が

投
じ
ら
れ
て
お
り
、11
戸
の
小
さ
な
組
合
の
大
き
な
決

断
と
な
り
ま
し
た
。事
業
の
存
在
を
知
り
計
画
書
の
提

出
ま
で
極
短
期
間
の
取
組
で
あ
り
、組
合
長
が
補
助
事

業
の
導
入
を
決
断
し
合
意
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
た

の
も
、本
当
に
ま
と
ま
り
の
あ
る
組
織
だ
か
ら
こ
そ
出

来
た
と
周
り
の
方
々
か
ら
羨
望
を
受
け
て
い
ま
す
。

今
後
、農
業
機
械
の
個
人
所
有
か
ら
組
合
所
有
に

切
り
替
え
て
、生
産
性
の
追
求
と
生
産
コ
ス
ト
の
低
減

を
は
か
る
こ
と
に
よ
り
集
落
営
農
を
発
展
さ
せ
る
た

め
に
、平
成
28
年
に
法
人
化

す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
ま

し
た
。

独
自
の

経
営
ス
タ
イ
ル
の

確
立
を
目
指
し
て

平
成
28
年
の
法
人
設
立

を
め
ざ
し
て
、適
正
な
会
計

処
理
を
お
こ
な
う
た
め
に

経
理
事
務
の
研
修
会
へ
の

参
加
や
、農
業
機
械
の
整

理
・
合
理
化
を
進
め
る
た
め

に
、生
産
組
合
の
大
型
機

械
の
導
入
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

加
え
て
、隣
接
す
る

新
田
農
業
生
産
組
合

と
の
間
で
小
麦
や
ソ
バ

の
生
産
機
械
の
共
同

所
有
・
共
同
利
用
を
実

践
す
る
な
ど
、組
合
完

結
の
考
え
に
拘
ら
な
い

合
理
的
な
運
営
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。新
田
農
業
生
産
組
合

と
は
集
落
単
位
の
結
び
つ
き
が
強
く
、農
業
生
産
の
相

互
協
力
も
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、両
生
産
組
合
の
合
併

も
検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
取
得

の
決
断
か
ら
、当
面
は
個
々
に
法
人
化
を
め
ざ
す
こ
と

と
し
ま
し
た
。

当
地
域
の
農
家
生
活
は
、稲
作
と
冬
期
間
の
杜
氏

に
よ
る
出
稼
ぎ
な
ど
に
よ
り
維
持
さ
れ
て
来
ま
し
た

が
、こ
れ
か
ら
の
集
落
営
農
実
現
の
た
め
に
は
冬
期
間

の
収
入
確
保
が
課
題
で
あ
り
、経
営
体
と
し
て
の
生
産

規
模
の
拡
大
に
加
え
て
集
約
作
物
導
入
に
よ
る
複
合

化
や
多
角
化
が
必
要
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

南
山
王
生
産
組

合
が
農
業
生
産
法

人
に
経
営
転
換
さ

れ
て
集
落
営
農
が

強
固
な
も
の
と
な

り
、時
代
の
変
化
に

柔
軟
に
対
応
し
独

自
の
経
営
ス
タ
イ
ル

を
確
立
さ
れ
る
こ

と
、地
域
全
体
が
活

性
化
さ
れ
る
こ
と
を

ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

山
王
海
ダ
ム
建
設
に
よ
る

集
団
移
転

南
山
王
生
産
組
合（
任
意
組
合
）が
所
在
し
て
い
る

紫
波
町
南
山
王
地
区
は
、水
稲
を
基
幹
と
し
た
水
田

単
作
地
帯
で
花
巻
市
石
鳥
谷
町
に
接
し
た
丘
陵
地
帯

に
あ
り
、紫
波
町
の
南
端
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

同
組
合
は
、Ｊ
Ｒ
石
鳥
谷
駅
か
ら
北
西
に
約
３
㎞
に

あ
り
、山
王
海
ダ
ム
建
設
に
伴
い
昭
和
24
年
か
ら
26
年

に
か
け
て
14
戸
の
集
団
移
転
に
よ
り
現
在
の
地
に
新

た
に
建
設
さ
れ
た
集
落
で
、住
宅
は
2
0
0
ｍ
四
方
の

中
に
ま
と
ま
っ
て
配
置
さ
れ
、周
囲
を
水
田
が
取
り
囲

役員と髙橋TAC（小田中副組合長、髙橋組合長、中里事務局）

共同活動

ライスセンター内

TAC活動
任意組織 南山王生産組合（任意組合）の概況

●代　　　表： 組合長　中山　茂（63歳）　
●設　　　立： 平成１８年
●所　在　地： 紫波町片寄字細畑１２７５
●組　合　員： １１人
●経 営 面 積： 平成２６年 ３５ha（水稲２１ｈａ、小麦１４ｈａ＋ソバ１４ha）
●施 設 機 械： 事務所１棟、ライスセンター１棟、トラクター１台、６条コンバイン

２台、ドリルシーダー１台
新田農業生産組合との共同所有：汎用コンバイン１台、ブームス
プレーヤー１台

髙
たかはし

橋　遼
りょう

千
ち ば

葉 瀬
せ り な

里奈

佐
さ と う

藤 早
さ お り

央梨

岩
いわもと

本 大
だ い き

樹

半
は ん だ

田 優
ゆうすけ

介
中
なかおく

奥 拓
た く ま

真 三
み う ら

浦 智
さ と し

史

今年も元気な新人職員が7人も入会してくれました。初々しいながらも
一生懸命に仕事に向き合っている彼らを見ていると、入会当初、電話対
応に苦戦していた頃の自分を思い出し、少し恥ずかしくなります。私も
改めて初心に戻り、彼らと一緒に成長していこうと思います。　 　（岩）

新入職員編
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■営農と生活を支援し、元気な産地づくりに取り組みます。
■安全で新鮮な国産農畜産物を消費者にお届けします。
■地球の環境保全に積極的に取り組みます。

JA
全
農
い
わ
て
通
信

純
情
産
地
発

＊食から健康 ドクターズレストラン　＊純情人［新入職員編］　他

特集

「純情産地いわて」の
生産基盤維持・拡充をめざして！！


